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第３回保倉川放水路環境調査検討委員会の開催報告

委員会開催状況

小池委員長

※五十音順、敬称略

開催日時： 令和6年11月1日（金） 15時00分～17時00分
開催場所： リージョンプラザ上越 ホール

内 容： ●保倉川放水路環境調査検討委員会 規約改正
●前回委員会で頂いたご意見とその対応
●現在までの環境影響項目の現地調査状況
●地元懸念事項に関する現地調査状況
●関川水系河川整備計画変更原案の関係住民意見聴取
（パブリックコメント）で頂いたご意見とその対応（海水、風への対応）

●今後の進め方

報道関係： 新聞社等 ４社 一般傍聴 ： ２１名

傍聴席

田中委員 中村委員富永委員

前回委員会で頂いたご意見とその対応、現在までの現地調査状況、関川水系河川整備計画の変更原案についての関係住民意見聴取（パブリック

コメント）で頂いたご意見とその対応（環境影響に係る地元懸念事項（海水、風）への対応）等について、審議、助言等をいただく「第３回保倉川放水

路環境調査検討委員会」を開催しました。

【委員からの主なご意見】

他事例と比べても観測状況は充実していると思われる。観測を継続し、データを蓄積して、時系列で評価する
ことが重要である。

保倉川放水路周辺を緑化等した場合、特定外来種等の望まれない動植物が集まってしまうことも考えられる。
地域の方々の協力も得ながら、モニタリングを行い、それを共有することによって地域の方々の関心を得ること
も重要である。

どのような条件を想定して解析したのかを明らかにして共有することが重要である。風環境は絶えず変化する
ものであり、それを理解して貰うことも必要である。観測期間が長ければ長いほどデータの信頼度が増すので、
観測は継続して欲しい。

保倉川から魚類等の生物が流入してくると想定されるが、それを考慮した検討を行っているのか。

保倉川や関川下流域における生息状況を参考として検討ができるのではないか。今後の検討課題である。

潮止堰を設置した場合のDOの挙動が複雑な結果であると感じた。水の流れを分析しメカニズムがわかるよう
にして欲しい。

春日委員 加藤委員


